
令和7年度埼玉県脳卒中相談窓口連携会議（2025.11.11）

令和7年度埼玉県脳卒中･心臓病等総合支援センター事業

埼玉医科大学国際医療センター



第２期循環器病対策推進基本計画

１ 全体目標

① 2040年までに3年以上の健康寿命の延伸

② 循環器病の年齢調整死亡率の減少
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２ 個別施策

① 循環器病の予防や正しい知識の普及啓発
② 保健、医療及び福祉に係るサービスの提供体制の充実

a. 予防検診の普及・推進
b. 救急搬送体制の整備・医療提供体制の構築
c. リハビリテーション等への取組
d. 後遺症支援
e. 緩和ケア
f. 両立支援・就労支援
g. 小児期・若年期対策
h. 情報提供・相談支援

③ 循環器病の研究推進
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脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業

１ 活動目的

循環器病対策推進基本計画では、脳卒中・心臓病等（循環器病）患者を中心とした包括的な支援体制を
構築するため、多職種が連携して、総合的な取組を実施することとなっている。
この取り組みを効果的に推進するため、脳卒中・心臓病等総合支援センターを設置し、都道府県と連携
し、地域の医療機関と勉強会や支援方法などの情報提供を行うなど協力体制を強化し、包括的な支援体
制を構築することにより、地域全体の患者支援体制の充実を図る。

２ 事業の概要

都道府県の循環器病対策推進計画等を踏まえ、自治体や関連する学会等とも連携しながら、以下の事業を
行う。

① 【相談窓口】循環器疾患者・家族の相談窓口の設置
② 【普及啓発】地域住民を対象とした循環器病について、予防に関する内容も含めた情報提供、普及啓発
③ 【人材育成】【地域連携】地域の医療機関、かかりつけ医を対象とした研修会、勉強会の開催
④ 相談支援を効率的に行う、資材（パンフレットなど）の開発・提供
⑤ その他、総合支援を効率的に行うために必要と考えられるもの
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脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業

３ 脳卒中・心臓病等総合支援センターのイメージ

４ 埼玉県の状況

埼玉県では、救急体制の整備や県民への啓発活動のほか、様々な循環器病対策を行っている。

令和５年度に埼玉医科大学国際医療センターが「脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業」に採
択され、県と埼玉医科大学国際医療センターの協働により、更なる循環器病対策を推進している。
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主 催 埼玉県、埼玉県医師会、埼玉医科大学国際医療センター

日 時 ２０２５年８月２８日（木）１８時から１９時３０分

参加対象 郡市医師会（地域連携担当）、在宅医療連携拠点コーディネーター、

県立病院機構

参加者数 ３３名（１３郡市医師会、１６在宅医療連携拠点、県立病院機構）

○ 脳卒中・心臓病等総合支援センターの令和７年度計画案について、

県医師会に説明を実施（総合支援センターの幅広い利用）。

○ 医師会意見「在宅医療連携を推進するため、郡市医師会や在宅医療連携拠点

の方へ総合支援センター事業の情報をしっかり伝えることが重要」

○ 医師会との共催により郡市医師会、在宅医療連携拠点を対象とした説明会を実施。

郡市医師会、在宅医療連携拠点を対象とした説明会 ①

令和７年度 埼玉県脳卒中・心臓病その他の循環器病対策推進協議会 第１回 脳卒中部会 資料
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○ 循環器病に関する法律が定められ、それに県計画を策定。

指標の１つに「在宅等生活の場に復帰した患者の割合」を定めている。

○ 在宅部門の方は、対象者の生活環境を直接観察でき、兆候、変化、食生活、

服薬など、様々な面から重症化予防のために関与できる事柄がある。

○ これらのことをこれまで以上に着実に実現していくためには、

在宅部門スタッフの専門知識の更なる向上や地域連携の一層の強化が重要。

○ 循環器病対策においては、患者・患者家族、医療従事者を支援するため、

国より脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業が実施され、埼玉医科

大学国際医療センターが採択された。モデル期間後も事業が継続されている。

○ 総合支援センターでできることを知っていただき、活用を検討いただきたい。

県からの説明（要約）

郡市医師会、在宅医療連携拠点を対象とした説明会 ②

令和７年度 埼玉県脳卒中・心臓病その他の循環器病対策推進協議会 第１回 脳卒中部会 資料
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○ 総合支援センターとして行っている取組の具体説明。

（相談事業、普及啓発、人材育成・地域連携）

○ 在宅医療連携拠点で研修会を開催する場合に、総合支援センターとして

講師や助言者の派遣による協力が可能。

○ 総合支援センターができる話、助言等については、総合支援センターが

実施するセミナーで詳しく知ることができるため、ぜひ聞いていただきたい。

○ 郡市医師会・在宅医療連携拠点へのお願い

・総合支援センターで行われている相談事業の周知にご協力ください

・研修会を開催する場合の講師や助言者の派遣について相談ください

・総合支援センターの開催するセミナーを活用ください

・総合支援センターの開催するセミナーの周知にご協力ください

郡市医師会、在宅医療連携拠点を対象とした説明会 ③

総合支援センターからの説明（要約）

令和７年度 埼玉県脳卒中・心臓病その他の循環器病対策推進協議会 第１回 脳卒中部会 資料
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令和7年度埼玉県脳卒中･心臓病等総合支援センター事業

計画



医療機関連携、介護施設連携に基づく事業展開

I. 医療機関連携・介護施設連携の事業展開（共通事項）

相談事業の周知（脳卒中相談窓口、心臓病相談窓口の活用）
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II.医療機関連携の事業展開

医療機関どうしの顔の見える連携、専門医の周知 を図ります。

III.介護施設連携の事業展開

介護職は「変化に気づく専門家」「医療との橋渡し役」と考えます。

IV.その他の医療機関連携・介護施設連携の事業展開

「地域の医療職のバックアップとしての専門的な相談窓口」としてご利用いただく。

「あなたの相談サポーター・・・迷った時の相談先の１つ」としてご利用いただく。

脳卒中・心臓病等総合支援センターを

脳卒中・心臓病等総合支援センターを



医療機関連携、介護施設連携に基づく事業展開

I. 医療機関連携・介護施設連携の事業展開（共通事項）

相談事業の周知（脳卒中相談窓口、心臓病相談窓口の活用）
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①患者・家族、医療機関、介護施設等からの相談支援窓口【相談窓口】

⚫国際医療センターに通院していない県民も含め、患者・家族、
医療機関、介護施設等からの相談に、より広く対応して参り
ます。

⚫便利なWEB相談をお勧めしています
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相談事業の周知（脳卒中相談窓口、心臓病相談窓口の活用） ～当院ホームページより～

Googleフォームへ相談事項を記載し送信→登録したメールアドレスに回答を送信

※相談内容によって当院の医師や看護師、薬剤師、理学療法士、管理栄養士など
が回答します。



医療機関連携、介護施設連携に基づく事業展開

II.医療機関連携の事業展開

医療機関どうしの顔の見える連携、専門医の周知 を図ります。
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①脳卒中・心臓病等総合支援センターが開催するセミナー等の活用【普及啓発】【人材
育成】 ※一度ご受講いただき、どんな内容かをご確認ください

②埼玉医科大学国際医療センターから、勉強会等への講師の派遣【地域連携】

⚫ 脳卒中とがん、心臓病とがんを合併する方への在宅療養支援
⚫ 在宅での心臓リハビリテーション
⚫ 心臓病患者の緩和ケアやACP
⚫ 成人先天性心疾患（ACHD：Adult Congenital Heart Disease）
⚫ 脳卒中病院前救護 等々

⚫ 市民公開講座
⚫ 県民向け公開講座【埼玉県と共催】
⚫ 地域医療連携懇話会
⚫ かわせみカンファレンス
⚫ 脳卒中病院前救護セミナー（PSLS ：Prehospital Stroke Life Support）、● ISLC
⚫ 比企地域の地域医療連携勉強会【埼玉県と共催】
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市民公開講座のご紹介 8月23日㈯【YouTube LIVE配信あり】

「知れば安心！救急・脳卒中」

－いざという時の対応と備え－参加者535名

４名の医師による講演

熱中症、心肺停止

脳梗塞、脳出血・くも膜下出血

3月21日㈯【YouTube LIVE配信あり】

「ここでしか聞けない！脳卒中・心臓病の

最先端治療をやさしく解説」

脳卒中・心臓病等総合支援センターが開催するセミナー等の活用

5月31日㈯ がん・泌尿器

1月31日㈯ 膵がん（ウェスタ川越にて）

連絡先：TEL 042-978-7137（市民公開講座事務局）
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県民向け公開講座のご紹介

脳卒中・心臓病等総合支援センターが開催するセミナー等の活用【埼玉県と共催】
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地域医療連携懇話会（地域の医師・看護師・医療職・介護職他向け）

脳卒中・心臓病等総合支援センターが開催するセミナー等の活用

開催方法：ZOOMによるWEB配信

開催実績と予定

① 5月12日㈪ 19時 心不全の薬物治療・緩和ケア

② 9月24日㈬ 19時 がんのロボット手術

③ 12月15日㈪ 19時 脳卒中と心臓病

④ 3月16日㈪ 19時 がん 脳脊髄腫瘍（仮）

連絡先：TEL 042-984-4433（地域医療連携室）
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かわせみカンファレンス（地域の看護師・医療職・介護職他向け）

脳卒中・心臓病等総合支援センターが開催するセミナー等の活用
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脳卒中病院前救護セミナー（PSLS）（地域の救急隊・医療職・介護職他向け）
（Prehospital Stroke Life Support）

脳卒中・心臓病等総合支援センターが開催するセミナー等の活用

開催方法：国際医療センターでの現地開催

開催実績と予定

① 6月17日㈪ 13時

② 9月16日㈫ 13時

③ 12月16日㈫ 13時

④ 3月17日㈫ 13時

（定員36名・無料）

連絡先：TEL 042-978-7123（教育支援センター）
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神経救急蘇生（ISLS）（医療職向け）
（Immediate Stroke Life Support）

脳卒中・心臓病等総合支援センターが開催するセミナー等の活用

開催方法：

国際医療センターでの現地開催

開催実績と予定：

① 8月9日㈯ 8時30分

② 2月頃の予定

（定員14名・無料）

連絡先：TEL 042-978-7123

（教育支援センター）

PSLSが「病院前のトレーニング」
に対し、ISLSは「病院内での脳卒
中の初期診療に必要な知識と技能
を学ぶための医療研修プログラ
ム」です。

PSLSとISLSの双方を経験すること
により、脳卒中の救急医療におい
て、病院前と病院到着後の「一連
の診療プロセス」を習得します。
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比企地域の地域医療連携勉強会（地域の看護師・医療職他向け）

脳卒中・心臓病等総合支援センターが開催するセミナー等の活用【埼玉県と共催】

開催方法： ZOOMによるWEB配信

現在、企画中

日程、テーマ等決まり次第、お知らせします

連絡先：TEL 042-984-4128（総合支援センター事務局）



医療機関連携、介護施設連携に基づく事業展開

III.介護施設連携の事業展開 介護職は「変化に気づく専門家」「医療との橋渡し役」
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①介護職向け勉強会の開催【人材育成】

⚫ 開催日時：2025年11月18日（火）16時から

⚫ 循環器疾患について、いつもと違う変化や体調

不良に気づき、受診を促せる知識を共有

⚫ 「介護職だけでは判断が難しい」というグレー

ゾーンを埋める基礎知識を共有する予定

②埼玉医科大学国際医療センターから、勉強
会等への講師の派遣【地域連携】
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① 脳卒中地域連携パス（電子化）
② 脳卒中両立支援調査２０２４
③ 心不全地域連携パスのコンテンツ作成
④ 心臓リハビリテーションの推進

医療機関連携、介護施設連携に基づく事業展開

IV.その他の医療機関連携・介護施設連携の事業展開

◆飯能地区薬剤師勉強会
◆全県薬剤師向け勉強会
◆大動脈緊急症治療ネットワーク（SAN）勉強会
◆毛呂山町 健幸ウォーキング
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脳卒中地域連携パス（電子化）

⚫ 埼玉県医師会の全面的なご協力の下、8月から運用開始（10月まで43件）

⚫ 対 象 ：県内のPSCコア、PSC

⚫ 運 営 ：現在申し込み済みのPSCコア３施設のスムーズな運営

問題点の抽出によるブラッシュアップが必要

⚫ 展 開 ：県内PSC43施設向けに総合支援センターから利用を促進する

WEB会議を開催する構想あり

その他の医療機関連携・介護施設連携の事業展開
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両立支援調査2024

調査内容

調査対象府県のPSCおよび回復期リハビリテー
ション病院から直接自宅退院した脳卒中患者
の復職率および両立支援の実施状況を調査

期待される効果

悉皆性のあるデータに基づいた下記2点の把握

①脳卒中後の復職率

②「療養・就労両立支援料」の実現

（算定状況や算定困難な理由の把握）

その他の効果

「脳卒中相談窓口連携会議」の実現

【参考】埼玉県の参加医療機関 48施設（PSC：26、回リハ：22）

その他の医療機関連携・介護施設連携の事業展開



23

心不全地域連携パスのコンテンツ作成

⚫ 対 象 ：重症心不全患者

⚫ 目 標 ：半年以内の再入院を防ぐ

⚫ 方 法 ：各職種で使用する退院サマリーをもとに転院先の

病院、介護施設のニーズ調査を行う

その他の医療機関連携・介護施設連携の事業展開
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心臓リハビリテーションの推進

⚫心臓リハビリテーションについて、地域の現状把握と今後の推進を鑑み、
回復期リハビリテーション病院、その他地域病院のリハビリテーション・
セラピストと症例検討を中心とした勉強会を開始。

その他の医療機関連携・介護施設連携の事業展開

今後の展開を模索中。
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教育動画の制作（R6年度事業）
【YouTubeへ一般公開中】

メディカルスタッフ６職種の患者支援における重
要な業務を通じて「脳卒中や循環器病」に対する
理解を深めていただき、健康意識の向上を図るこ
とを目的に制作しています
また、それぞれの職種の教育研修の一助となるこ
とを願っています

メディカルスタッフ６職種

①薬剤師 ②臨床工学技士

③管理栄養士 ④看護師

⑤リハビリセラピスト

⑥救急救命士

その他の医療機関連携・介護施設連携の事業展開
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問い合わせ先
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脳卒中・心臓病等総合支援センター事業事務局
埼玉医科大学国際医療センター
事務部総務課 福島・杉川
電話：042-984-4128 FAX：042-984-0432
E-mail：imc_soso@saitama-med.ac.jp

mailto:imc_soso@saitama-med.ac.jp


ご清聴ありがとうございました。

今後ともご指導をよろしくお願い申し上げます。
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